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別紙 

社会福祉法人米沢栄光の里              

入 札 説 明 書 

 

 特別養護老人ホーム万世園改築工事に係る入札公告に基づく条件付一般競争入札については、

社会福祉法人米沢栄光の里経理規程及び米沢市契約規則に定めによるもののほか、この入札説明

書によるものとする。 

 

１．担当部署 

  〒９９２－１１２２ 米沢市万世町梓山５４９６－１２ 

  社会福祉法人米沢栄光の里 特別養護老人ホーム万世園改築準備室 

  ℡０２３８－２８－１４５６ 

 

２．入札及び開札の日時並びに場所等 

  入札等に係る日程は、入札公告記載のとおりとする。 

 

３．入札参加資格 

（１）「米沢市競争入札参加資格指名停止規程に基づく指名停止措置を受けていないこと」と

は、入札参加確認日（米沢市建設工事請負契約競争入札参加資格確認申請書（以下「申請

書」という。）の提出期限の日）から落札決定日までの期間中いずれの日においても指名停

止を受けていないことをいう。 

（２）「米沢市建設工事請負契約約款第５０条第１項（１１）の規程（以下「暴力団排除条項」

という。）に該当しないこと」とは、申請書の提出の日から当該工事の工期までのいずれの

日においても暴力団排除条項に該当しないことをいう。 

（３）公告で指定された期限までに申請書及び申請書の添付書類（以下「確認資料」という。）

を提出しないもの並びに入札参加資格がないと認められたものは、本入札に参加することが

できない。 

（４）施工実績 

  イ 実績とする工事は、国、県、地方公共団体、公団・公社、社会福祉法人等が発注した工

事とする。 

  ロ 記載する施工実績の件数は１件とする。 

  ハ 工事の施工実績については、平成１８年４月以降に工事が完成し、引渡しが完了してい

るものに限る。 

  ニ 施工実績については、記載した工事に係る記載した工事に係る工事実績証明書又は証明

できるもの（契約書の写し及び工事概要がわかる仕様書等の写し等）を提出すること。た

だし、当該工事が一般財団法人日本建設情報総合センターの「工事実績情報サービス（Ｃ

ＯＲＩＮＳ）に登録されている場合は、当該工事実績カルテの写しの提出により工事実績

証明書等に代えることができる。 
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（５）配置予定技術者 

  イ 次に掲げる基準を満たす主任技術者又は監理技術者を当該工事に専任（建設業法施工令

第２７条に規定する工事に限る。）で配置できること。 

  （イ）１級建築施工管理技士、１級建築士又はこれと同等以上の資格を有すること。 

  （ロ）監理技術者にあっては、建築工事業に係る監理技術者資格者証を有し、監理技術者講

習を受講していること。 

  （ハ）自社と直接的かつ恒常的な雇用関係にあること。 

  ロ 配置予定の技術者は原則として変更できないこと。また、本件工事の契約時において、

配置予定の技術者を配置できないときは、真にやむを得ない事由により技術者の変更を認

める場合を除き、契約を締結しない。 

  ハ 配置予定の技術者として、複数の候補技術者を記載することができる。 

  ニ 同一の技術者において、重複して複数工事の配置予定の技術者とする場合において、他

の工事を落札したことにより配置予定の技術者を配置することが出来なくなったときは、

速やかに契約担当者に報告すること。 

  ホ 配置予定の技術者は、入札参加資格の確認申請の提出日において、専任を要するどの工

事にも（本件工事が建設業法施工令第２７条に該当する工事である場合には、「全ての工

事」と読み替えるものとする。）主任（監理）技術者として配置されていないこと。ただ

し、本件工事の契約時までに、当該技術者が配置されている工事の完成及び引渡しが完了

する見込みである場合にはこの限りではない。 

  ヘ 請負金額３，５００万以上（建築一式工事にあっては、７，０００万以上）となる場合

には、配置される主任技術者又は監理技術者は条件付一般競争入札参加申請書を提出する

日の前３か月以上の雇用期間があることが必要である。【注】落札決定時後に、当該事項

を満たさないことが判明した場合には落札決定を取り消し、契約を行わないものとする。 

 

４．入札参加資格の確認等 

 （１）本件入札の参加希望者は、入札公告の「入札参加者の資格」及び上記３の「入札参加資

格」を有することを証明するため、申請書及び確認資料を提出し、参加資格の有無につい

て契約担当者の確認を受けなければならない。 

 （２）提出書類 

   イ 申請書（様式第４号） 

   ロ 確認資料 

    次の資料を提出すること 

   （イ）施工実績を記載した書面（任意様式） 

   （ロ）施工実績とする工事に係る以下の書類 

     ａ ＣＯＲＩＮＳ登録工事における工事カルテ又は工事請負契約書の写し。記載内容

により工事の施工実績が確認できない場合（工事請負契約書の写しを添付する場合

又はカルテの記載内容により明確に確認できない場合）は、工事概要等を確認でき

る仕様書等の写しを添付すること。 
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     ｂ 協定書の写し（共同企業体受注工事の場合のみ） 

   （ハ）配置予定の技術者の資格等を記載した書面 

      配置予定の技術者の「工事経験の概要」における「従事役職」は現場代理人又は主

任技術者若しくは監理技術者の職名を記載すること。 

   （ニ）（ハ）の技術者国家資格者証又は監理技術者資格者証の写し及び監理技術者講習修

了履歴が確認できる書面（監理技術者講習修了証の写し又は監理技術者資格者証裏面

の写し） 

   （ホ）（ハ）の技術者の経験工事に係る以下の書類 

     ａ ＣＯＲＩＮＳ登録工事における工事カルテ又は工事請負契約書の写し記載内容に

より工事の施工実績が確認できない場合（工事の請負契約書の写しを添付する場合

又はカルテの記載内容により明確に確認できない場合）は、工事概要等を確認でき

る仕様書等の写しを添付すること。 

     ｂ 協定書の写し（共同企業体受注工事の場合のみ） 

      ※（ハ）の技術者の経験工事に係る書類と、(ロ)における施工実績とする工事に係

る書類が同一の場合は、（ホ）において提出を要しない。 

   （ヘ）総合評定値通知書の写し（申請の提出期限１年７か月以内であり、かつ、直近のも

のに限る。） 

   （ト）健康保険及び厚生年金保険に係る直近の被保険者標準報酬月額決定通知書又は保険

料領収済額決定通知書若しくは領収書の写し 

     （ヘ）の総合評定値通知書により健康保険及び厚生年金保険に加入していることが確

認できる場合又は個人事業主でかつ従業員が４人以下のため等により適用が除外され

る場合は提出を要しない。 

   ハ 申請書及び確認資料の作成及び提出に係る費用は提出者の責任とする。 

     なお、確認資料として提出する書類は受注者責任において用意すべきものであり、発

注者は、」忘失等を理由とする再交付には応じない。 

   ニ 提出された申請書及び確認資料は無断で使用しない。 

   ホ 確認資料を公告で指定された提出場所へ書面により提出（郵送に限る。）すること。

持参又はファクシミリによるものは受け付けない。 

   ヘ 提出期限以降における申請書又は確認資料の差し替え及び再提出は認めない。 

   ト 入札参加確認のため、必要な書類の追加提出を求めることがある。 

 

５．設計図書等に関する質問書の送信先及び期限 

（１） 送 信 先 特別養護老人ホーム万世園 改築準備室（FAX0238-28-1458） 

（２） 受付期間 令和３年５月２８日（金）正午から令和３年６月１１日（金）正午まで 

（３） 回答日時 令和３年６月１６日（水）正午（予定） 

         ※共同企業体の代表者へＦＡＸで送信します。 

 

６．共通入札説明事項 
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（１）入札の辞退 

   入札参加者は、入札書を提出するまでの間は、いつでも入札を辞退することができる。入

札を辞退する場合は、書面により行うものとする。 

   入札を辞退する場合は、辞退する入札の工事名、入札日、辞退する者の名称、入札を辞退

する旨を記載した書面（特に様式は定めない。）に代表者印を押印し、５の設計書（ＣＤ－

Ｒ）を添えて、入札日前日までに特別養護老人ホーム万世園改築準備室あてに郵送して提出

するものとする。 

   なお、入札書提出後は入札を辞退することができない。 

（２）入札 

  イ 入札書の提出にあっては、入札書を封筒に入れ、「入札書」と記載すること。また、入

札金額に対応した積算内訳書（入札時提出用：中科目別内訳まで提出）を書類として提出

すること。この場合、積算内訳書の表紙には、工事名、社名、代表者名を記載すること。 

  ロ 落札決定にあっては、入札書に記載された金額に当該金額の１００分の１０に相当する

額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てた

金額）をもって落札金額とするので、入札者は消費税及び地方消費税に係る課税事業者で

あるか免税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望金額の１１０分の１００に相当

する金額を入札書に記載すること。 

（３）入札の効力 

   次に掲げる入札は無効とし、無効の入札を行った者を落札者としていた場合には、落札決

定を取り消す。 

  イ 入札公告に示した競争入札参加資格のない者（競争入札参加資格があることを確認され

た者で、開札時において入札公告に示した競争入札参加資格を満たさなくなった者を含

む。）のした入札。 

  ロ 申請書又は確認資料に虚偽の記載をした者のした入札 

  ハ 委任状を提出しない代理人のした入札 

  ニ 記名押印をしていない入札（外国人又は外国法人にあっては、代表者又は代理人本人の

署名をもって代えることができる。） 

  ホ 金額を訂正した入札 

  ヘ 誤字、脱字等により必要事項が確認できない入札 

  ト 明らかに連合と認められる入札 

  チ 同一工事の入札について他人の代理人を兼ね、又は２人以上の代理人をした者の入札 

  リ 積算内訳書のない入札（内容の記載されていない積算内訳書を提出した場合を含む。） 

  ヌ 提出された積算内訳書の記載内容等の確認の結果、適正に積算が行われていないことが

明らかになった場合におけるその者のした入札 

  ル 積算内訳書と入札書の金額が異なるとき 

  ヲ 公正かつ正常な入札の執行を妨げる行為をした者のした入札 

  ワ 前各号に掲げるもののほか、入札に関する条件等に違反した入札 

（４）落札者の決定方法 
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  イ 開札後、予定価格と米沢市契約規則第１７条の規定に基づく最低制限価格の範囲内で、

最低の価格の入札者を落札者とする。 

  ロ 落札となるべき同価の入札をした者が２人以上あるときは、当該入札者にくじを引かせ

て落札者を決定する。この場合において、当該入札者のうちくじを引かないものは棄権と

みなす。 

（５）入札の延期、中止等 

  イ 天災、地変等により入札執行が困難なときは、入札を延期、中止又は取り止めることが

ある。 

  ロ 公正かつ正常な入札執行が困難と認められる場合、その他やむを得ない事情が生じたと

きは、入札を延期、中止又は取り止めることがある。 

  ハ 適正な入札の執行を期すため必要があるときは、入札前にくじ等により入札参加者を減

じたうえで入札を執行することがある。 

（６）その他 

  イ 入札時刻に遅れた場合は棄権とみなす 

ロ 令和３年度の工事出来高を２０％とする。 

ハ 前払金 

    米沢市契約規則（昭和５３年規則第５号）第８条の規定によるが、次のとおりとする。 

①前 払 金：契約金額の３０％（契約締結後３０日以内） 

     ②中間払い：契約金額の２０％（令和３年度分山形県補助金交付後３０日以内） 

     ③残金支払：令和４年度分山形県補助金交付後３０日以内 


